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現在の最新バージョンであるWAS V8.5.5のエディション構成です。

Libertyプロファイルは、すべてのエディションで提供されます。

また、WAS V8.5.5より、Libertyプロファイル専用エディション(フル・プロファイルは提供されない)、WAS
Liberty Coreエディションが新規に追加されました。
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Libertyプロファイルは、Liberty Core、Express、Base、NDの4つのWASの主要なエディションで利
用できます。

WAS V8.0までのWASのご利用経験がある方は、Express、Base、NDの3つのエディションを聞いたこ
とがあるかと思います。これらのエディションでは、フル・プロファイルのWASとLibertyプロファイルのWASのど
ちらも利用することができます。

Liberty Coreは、WAS V8.5.5で新規に追加されたエディションであり、Libertyプロファイル専用エディ
ションです。Libertyプロファイルのみをインストール/稼動することができます。つまり、Liberty Coreエディ
ションでは、フル・プロファイルのWASは、インストール/稼動させることはできません。

まず、Libertyプロファイルの各エディションの違いを説明します。Liberty CoreとBase/Expressでは、
アプリケーションから利用できるAPIの提供範囲が異なります。Base/ExpressとNDでは、クラスタリングの
レベルが異なります。それぞれの違いの詳細は次ページ以降で説明します。

フル・プロファイルとLibertyプロファイルの違いについては、次節で説明します。
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Libertyのエディションによる違いは、主に各エディションごとに組み込むことができるFeatureの違いです。
LibertyはJava EE仕様の各APIや、Libertyランタイムの機能をFeatureと呼ばれる単位で管理し、
Featureの単位で、メモリー上へのロードのON/OFFを指定できます。これにより、Libertyではアプリケー
ションの稼動に必要な必要最小限のFeatureのみを組み込むことで、高速起動や低メモリー・フットプリント
での稼動を実現しています。

Libertyの各エディションでは、組み込み可能なFeatureが異なります。Baseエディションで組み込み可
能なFeatureはすべて、NDエディションで組み込み可能です。Liberty Coreエディションで組み込み可能
なFeatureはすべて、Baseエディションで組み込み可能です。
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上記の表は、アプリケーション(ユーザー・コード)から利用できるAPIの違いをまとめたものです。Liberty 
Coreエディションは、Java EE 6/7仕様のWeb Profileのみをサポートし、Java EE仕様のFull
Platformはサポートしていません。Web Profileではサポートされず、Full Platformのみでサポートされ
る仕様の例として、リモートEJB、SOAP Webサービス、JMS、JCAなどがあります。主に外部システム連携
の仕様がFull Platformのみで提供され、Web Profileでは提供されません。また、Java EE 7で新規に
追加されたJava Batchの仕様もFull Platformのみでサポートされる仕様です。

尚、Base/ExpressとNDは、アプリケーションから利用できるAPIに違いはありません。

Liberty CoreとExpress以上のLibertyのサポートする標準仕様の詳細は下記を参照ください。

WAS Liberty Core Knowledge Center「Java EE 7 programming model support」

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSD28V_8.5.5/com.ibm.webspher
e.wlp.core.doc/ae/rwlp_prog_model_support.html?lang=en

WAS Liberty Core Knowledge Center「Java EE 6 programming model support」

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSD28V_8.5.5/com.ibm.webspher
e.wlp.core.doc/ae/rwlp_prog_model_support_javaee6.html?lang=en

Libertyの各エディションごとにサポートされるFeatureの詳細/最新情報は下記を参照ください。

WAS ND Knowledge Center「Liberty features」

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSAW57_8.5.5/com.ibm.webspher
e.wlp.nd.multiplatform.doc/ae/rwlp_feat.html?lang=en
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NDとその他の違いは、クラスタリングの機能のサポートの有無です。

Liberty CoreやBaseでも、DBにHTTPセッション情報を保管するセッション・パーシスタンスは行うことが
できます。また、コレクティブ・メンバーになれますので、ND版のコレクティブ・コントローラーから管理(状態のモ
ニタリングなど)されることができます。ただ、クラスター・メンバーにはなれませんので、Liberty CoreやBase
では、複数のアプリケーション・サーバーをグループ化して管理する場合のメンバーとなることはできません。

NDエディションでは、クラスター、オート・スケーリング、ダイナミック・ルーティングの機能を使用できますので、
複数のアプリケーション・サーバーをグループ化したり、負荷に応じたアプリケーション・サーバーの自動的な起
動/停止、また、それに応じたリクエストの割り振り制御を行うことができます。

Libertyの各エディションごとにサポートされるFeatureの詳細/最新情報は下記を参照ください。(前ペー
ジと同一リンク)

WAS ND Knowledge Center「Liberty features」

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSAW57_8.5.5/com.ibm.webspher
e.wlp.nd.multiplatform.doc/ae/rwlp_feat.html?lang=en
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クラスタリング以外のランタイム機能は、エディションによらず共通です。

ただし、Liberty CoreやBaseエディションのスタンド・アロンのLibertyサーバー上のAdmin Centerとコ
レクティブ・コントローラー上のAdmin Centerでは、実施できることに違いがあります。Admin Centerは、
ブラウザー・ベースのGUIの管理ツールです。コレクティブ・コントローラー上のAdmin Centerからは、コレク
ティブ・メンバーの状態の確認や操作を行うことができます。

Libertyの各エディションごとにサポートされるFeatureの詳細/最新情報は下記を参照ください。(前ペー
ジと同一リンク)

WAS ND Knowledge Center「Liberty features」

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSAW57_8.5.5/com.ibm.webspher
e.wlp.nd.multiplatform.doc/ae/rwlp_feat.html?lang=en
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このページと次ページで、Liberty CoreやBaseで実現できるクラスタリングと、NDのクラスタリングの違い
を説明します。

このページは、Liberty CoreやBaseで実現できるクラスタリングです。2つまたはそれ以上のLibertyサー
バーを並列に並べた構成で、シンプル・クラスターと呼ばれます。この構成では、アプリケーション・サーバーは
それぞれ独立し、相互に状態データや構成情報の共有は行いません。アプリケーションのデプロイなどもそれ
ぞれのアプリケーション・サーバーに対して行う必要があります。

シンプル・クラスターの構成においても、IHSからのリクエストの分散と、データベースを使用したセッション・
パーシスタンスを構成することが可能です。IHSからのリクエストの分散を構成するには、それぞれのアプリ
ケーション・サーバーで生成したプラグイン構成ファイルを1つのプラグイン構成ファイルにマージします。セッショ
ン・パーシスタンスを構成するには、それぞれのアプリケーション・サーバーの設定で、セッション・データの保管
用の同一のDBをポイントします。

シンプル・クラスターのプラグイン構成ファイルの生成方法と、セッション・パーシスタンスの構成方法の詳細
は、本セミナーの5章「5. Libertyプロファイルの拡張構成」を参照ください。

また、下記Knowledge Centerの記載も参考にしてください。

WAS Liberty Core Knowledge Center「Configuring a web server plug-in for the 
Liberty profile」

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSD28V_8.5.5/com.ibm.webspher
e.wlp.core.doc/ae/twlp_admin_webserver_plugin.html?lang=en

WAS Liberty Core Knowledge Center「Configuring session persistence for the Liberty 
profile」

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSD28V_8.5.5/com.ibm.webspher
e.wlp.core.doc/ae/twlp_admin_session_persistence.html?lang=en
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このページは、NDエディションで実現できるLibertyクラスターです。

NDのクラスターでは、複数のアプリケーション・サーバーをクラスターというグループにまとめて管理することが
できます。複数のクラスター・メンバーを、コレクティブ・コントローラーから集中管理します。後ほど、説明する
サーバー・パッケージングの機能を使用することで、コレクティブ・コントローラーから、アプリケーションとサーバー
構成を複数のクラスター・メンバーに対して一括して配布したり、状態を管理することができます。

また、NDのクラスターでは、オート・スケーリングやダイナミック・ルーティングを有効にできますので、アプリ
ケーション・サーバーの負荷の状況に応じて、自動的に、追加のメンバーを起動/停止し、それと合わせたリ
クエストのルーティング制御が行われます。
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エディションごとのランタイム自体の違いとともに、フル・プロファイルと同様に同梱コンポーネント/ライセンス
体系に違いがあります。

ここまで、ExpressとBaseについては違いはありませんでしたが、同梱コンポーネントとライセンス上の制限
がExpressエディションにはあります。Expressエディションには、Libertyサーバーの稼動用Javaとして、
64bitのIBM Java SDKが同梱されず、32bitのIBM Java SDKのみしか同梱されません。32bitの
Javaを使用した場合、ベースのOSにも依存しますが、Libertyサーバーのヒープ・メモリー・サイズは最大
2GB程度に制限されます。また、Expressエディションでは、480PVU以下のCPU能力のマシンやOS区
画にしかインストールできないという制限があります。

同梱コンポーネントの詳細は、下記の発表レターを参照ください。

発表レター「IBM WebSphere Application Server V8.5.5 delivers enhanced Liberty 
profile capabilities and introduces a new lightweight Liberty only offering for Web 
Profile applications」(April 23, 2013)

http://www.ibm.com/common/ssi/ShowDoc.wss?docURL=/common/ssi/rep_ca/7/
897/ENUS213-137/index.html&lang=en&request_locale=en

尚、エディションによる違いはありませんが、WASでは、永続ライセンスだけでなく、Cloud環境などでの一
時的な利用にも適した月単位の利用ライセンスが2013年10月より追加されました。

発表レター「IBM WebSphere Application Server offers new Fixed Term License option 
and server load balancing license update」(October 1, 2013)

http://www.ibm.com/common/ssi/cgi-
bin/ssialias?infotype=an&subtype=ca&appname=gpateam&supplier=897&letternu
m=ENUS213-446
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ここまで、WASの主要なエディションでのLibertyについて説明しましたが、上記のWAS for
Developers、WAS for z/OS、WAS Tools Editionなど、すべてのWASのエディションでLibertyは
利用可能です。

WAS Tools EditionのBase版、ND版では、WASのそれぞれのエディションとRational Application
Developer (RAD) をバンドルした製品エディションです。WAS Tools EditionのWASで稼動させるア
プリケーションの開発に限定して、RADを開発者数には関係なく利用することができます。

WAS Liberty 最新情報セミナー 2015 14

2. Libertyのエディション&フル・プロファイルとの違い



WAS for Developersは、開発者のPCで開発用途で無償で利用することができます。また、WASの
開発ツールも無償で提供しています。この開発ツールはWAS Developer Tools (WDT) と呼ばれ、
Eclipseのプラグインの形式で提供されています。

WDTを使用して、PCローカルのLibertyの起動/停止、アプリのデプロイ、構成ファイルの編集等を容易
に行うことができますので、開発効率が高まります。

WAS for Developers、WDTともにWASdevサイトからダウンロードすることができます。

WAS V8.5.5.6に対応したWDT V8.5.5.6は、Eclipse 4.3(Kepler)、4.4(Luna)、4.5(Mars)
向けのプラグインが提供されています。

WASdev - download

https://developer.ibm.com/wasdev/downloads/
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この節では、フル・プロファイルとLibertyの違いを説明します。

フル・プロファイルとLibertyでは、導入/構成/運用が大きく異なります。
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このスライドは、1章で表示したスライドです。

フル・プロファイルとLibertyの違いは、それぞれのコンセプトの違いからきています。

フル・プロファイルは、1998年以来、ミッション・クリティカルなJava EEアプリケーションのランタイムとして発
展してきました。ただ、昨今のSystems of Engagementのシステムの開発/構築においては、基幹系シ
ステムの開発/構築とは異なる要件が求められています。Systems of Engagementのシステムに求めら
れるスピード開発、継続的デプロイなどにフォーカスして新たに開発されたJava EEランタイムがLibertyです。
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Libertyとフル・プロファイルで大きく異なるのは上記の項目です。それぞれ、以降、説明します。
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まず、インストール方法の違いです。

フル・プロファイルでは、WAS V8.0からIBM製品共通のインストーラーであるIBM Installation
Manager (IIM)を使用してインストールを行います。一方、Libertyでは、フル・プロファイルと同様に、IIM
を使用してインストールすることもできますが、それ以外にzip展開によるインストールを行うことができます。こ
れにより、開発環境ではお手軽にインストールできます。本番/テスト環境でも、ランタイムの変更に合わせ
て、作っては壊す新たな運用がやりやすくなります。また、後述するサーバー・パッケージの機能を使うことで、
ランタイム(インストール・イメージ)とサーバー構成、アプリケーションをまとめてパッケージングすることで、製品
インストールと合わせてサーバー構成、アプリケーションのデプロイまでを一括で行うこともできます。

また、V8.5.5.5までは、IBM Java SDKの導入にはIIMが必要でしたが、V8.5.5.6より、IBM Java 
8 SDKとLibertyを合わせたzipインストール・パッケージも提供されました。

IIMとzip展開によるインストールの詳細は、3章「3. Libertyプロファイルの基本構成」を参照ください。

また、2つのインストール方法の違いの詳細については、下記のKnowledge Centerにまとまっています。

WAS Liberty Core Knowledge Center「Installing the Liberty profile」

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSD28V_8.5.5/com.ibm.webspher
e.wlp.core.doc/ae/twlp_inst_top.html?lang=en

尚、開発環境では、WDT (WebSphere Developer Tools)のウィザードを使用して、Libertyをイ
ンストールすることもできます。
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Libertyとフル・プロファイルのもっとも大きな違いの一つが構成ファイルの違いです。フル・プロファイルでは、
100以上のXMLの構成ファイルから構成されており、複数の要素がIDの値などにより関連づけられており、
直接XMLを編集することは推奨されず、管理コンソールやwsadminスクリプトを使用して構成変更を行
います。一方、Libertyは、非常にシンプルなserver.xmlという単一の構成ファイルで構成します。こちらは、
目で見て構成を把握することができ、任意のテキスト・エディターで編集することができます。また、開発ツー
ルのWDTにserver.xmlのGUIのエディターがありますので、WDTでserver.xmlを編集し、編集した
server.xmlで、もとのserver.xmlを置き換えることで、構成変更を行うこともできます。
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前ページで紹介したように、server.xmlはシンプルな構成ファイルであり、テキスト・エディターで編集する
ことが想定されており、フル・プロファイルのような、管理コンソールやwsadminを使用した構成変更という方
法はありません。server.xmlを直接編集するか、別途準備したserver.xmlで置き換えるという方法で
構成変更を行います。尚、server.xmlは必ずしも単一のファイルである必要はなく、include要素を使用
して、複数のXMLファイルに分割して構成を定義することもできます。これにより、環境により異なる部分の
みを別ファイルに分割して管理するようなことも可能になります。

また、アプリケーションも、管理コンソールやwsadminでデプロイや更新を行うのではなく、アプリケーション
の保管先ディレクトリーのEARやWARファイルを置き換える運用となります。デプロイや更新時に、インタラク
ティブに設定の確認や上書き更新等は行えませんが、一方で、シェル等での自動化を容易に行うことができ
ます。
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Libertyの特徴的な管理/運用の方法があります。サーバー・パッケージと呼ばれる機能です。この機能で
は、開発環境等のLiberty環境の、サーバー構成とアプリケーション、さらにLibertyランタイムまでを含めて、
zip圧縮し、そのzipファイルを異なる環境で展開することで、Libertyサーバーのコピーを簡単に構築するこ
とができます。これにより、テスト環境で、テストが完了した後、フル・プロファイルでは、テスト環境と同様のア
プリのデプロイや構成変更を本番環境に適用するのが一般的ですが、Libertyの場合は、サーバー・パッ
ケージを使用し、テスト済みのテスト環境のLibertyのワンセット(アプリケーション+サーバー構成+Liberty
ランタイム)で、本番環境のLibertyを置き換える運用が可能になります。
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Libertyにおいても、GUIベースの管理ツールが提供されており、Admin Centerと呼ばれます。

ただ、フル・プロファイルとは異なり、構成変更やアプリのデプロイを行うことを主要な目的とはしていません。
スタンドアロンの環境では、サーバーの状態の確認や、JVMヒープの使用状況などのモニタリングの機能が提
供されています。ただし、フル・プロファイルのTivoli Performance Viewerのように、任意のPMIデータを
モニタリングできるわけではなく、Admin Centerでは、一般的に使用頻度が高いと考えられるJVMヒープ
の使用メモリー、アクティブ・セッション、リクエスト・カウントなどの限られたパフォーマンス・データのみモニタリン
グできます。

NDのコレクティブ環境では、コレクティブ・コントローラーのAdmin Centerから、コレクティブ・メンバーに対
して、サーバー・パッケージのデプロイが可能です。もちろん、コレクティブ・メンバーの管理や監視も行えます。

Admin Centerの機能の詳細は、下記のKnowledge Centerの記載も参照ください。

WAS Liberty Core Knowledge Center「Administering the Liberty profile using Admin 
Center」

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSD28V_8.5.5/com.ibm.webspher
e.wlp.core.doc/ae/twlp_ui.html?lang=en
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フル・プロファイルとLibertyのインフラ構築/運用に関する違いをまとめると、上記のようになります。このよう
にLibertyとフル・プロファイルでは、サーバーの導入、構成、アプリ・デプロイの方法など、大きく異なります。
既存のフル・プロファイルの運用の仕組みや資産(wsadminスクリプトなど)を再利用することはできません。
Libertyを使用する場合には、運用の仕組みを再検討する必要があります。一方で、Libertyは、シンプ
ルな構成ファイルやzip展開、サーバー・パッケージの展開によるサーバー環境の構築など、サーバー環境の
新規構築、コピーなどを簡単に行うことができ、シェルやCIツールと連携した自動化にも向いています。
Libertyを使用することで、フル・プロファイルとは異なる、サーバー環境を作って壊すを繰り返すような新しい
運用の形も実現できます。
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ここまで、Libertyとフル・プロファイルのインフラ面の違いを中心に説明しましたが、アプリケーション開発に
おいても、異なる部分があります。

Java EEをサポートするアプリケーション・サーバーという位置づけは同様ですが、Libertyは、Java EE 7
などの新しい仕様のサポートはフル・プロファイルと比べて早いです。しかし、Java EE 7において、オプショナ
ルとなっている古い仕様をLibertyはサポートしていません。ですので、旧バージョンのWASのアプリケーション
をLibertyにマイグレーションしようとする場合には、注意が必要です。

また、Libertyはフル・プロファイルと比較して、非常に軽量なランタイムですので、本番環境がLibertyも
しくは、フル・プロファイルに関わらず、開発環境でLibertyを使用することで、効率的な開発を行うことがで
きます。

フル・プロファイルとLibertyがサポートするJava EE 6とJava EE 7仕様の詳細は、下記のKnowledge
Centerの記載を参照ください。

WAS ND Knowledge Center「Java EE 6 programming model support」

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSAW57_8.5.5/com.ibm.webspher
e.wlp.nd.doc/ae/rwlp_prog_model_support_javaee6.html?lang=en

WAS ND Knowledge Center「Java EE 6 programming model support」

http://www.ibm.com/support/knowledgecenter/SSAW57_8.5.5/com.ibm.webspher
e.wlp.nd.doc/ae/rwlp_prog_model_support.html?lang=en

WAS Liberty 最新情報セミナー 2015 26

2. Libertyのエディション&フル・プロファイルとの違い



Libertyとフル・プロファイルの関係について、よく聞かれるFAQをまとめました。フル・プロファイルも引き続き
WASの戦略的なランタイムであり、Java EE 7対応も予定しています。
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1章でも表示したスライドです。Libertyは、Cloud環境を含め、様々な環境で利用可能です。この節で
は、オンプレミス、オフプレミスでのLibertyの稼動において利用可能なライセンスについて説明します。
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オンプレミスやパブリックIaaSの環境で、WASを稼動させる場合は、稼働環境のCPU能力に応じたライ
センス体系であるPVU (Processor Value Unit)ライセンスが適用されます。また、仮想化環境では、
WASが稼動するOS区画に割り当てられたCPU能力でカウントするサブ・キャパシティー・ライセンスを適用
できます。このサブ・キャパシティー・ライセンスがSoftLayerなどのパブリックIaaSの環境でも適用されます。

PVUライセンスのCPUの種類ごとの係数など詳細については、下記を参照ください。

IBM Software「Processor Value Unit [PVU] licensing for Distributed Software」

http://www.ibm.com/software/passportadvantage/pvu_licensing_for_customers.ht
ml

また、WASのライセンスには、永続ライセンスだけでなく、月単位の利用ライセンスがあります。月単位の
利用ライセンスは、Cloudの一時的な利用などに適したライセンスです。
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6/15より、IBM Application Server on Cloudが提供開始されました。これは、WASのランタイムを
パブリックCloudで提供します。Libertyだけでなく、フル・プロファイルのWASがCloudで提供されることが
大きな特徴です。ライセンス体系は、インスタンス単位かつ月単位のライセンスになります。
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Libertyプロファイルは、IBMのPaaS基盤であるBluemixでも提供されています。Bluemixは、Liberty
だけでなく、100以上ものランタイムとサービスが提供され、その中から必要なランタイムやサービスを選択し、
使用します。個々のランタイムやサービスごとの課金になります。

Libertyは、「Liberty for Java」のランタイムで提供されています。

WDTの拡張機能で、BluemixのLibertyと接続する機能も提供されています。開発/実験はBluemix
のLibertyを使用し、本番は、オンプレミスの環境で稼動させるというような利用方法でも使用できます。
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Libertyは、PureApplication上で稼動させることもできます。PureApplication は、システム自動構
築技術「パターン」を中核とした、クラウド基盤ソリューションです。
Libertyをはじめとした様々なミドルウェアを使用した環境を迅速に構築します。

最初、PureApplication Systemが提供され、オンプレミスのPaaS基盤を提供から始まりました。現在
は、PureApplication Service、PureApplication Softwareが追加され、パブリックCloudを含めた
環境でご利用いただけます。
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Libertyは昨今注目を集めているDockerでも稼動し、サポートされます。

Docker HubからIBM公式のLibertyのDockerイメージが提供されています。また、WASdevの
GitHubからは、Liberty用のDockerfileも提供されていますので、こちらをベースとして、お客様独自の
Liberty Dockerイメージを作成することができます。
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必ずしも、Cloud上での稼動に限りませんが、現在、Libertyは、一つの企業につき、トータル2GBまでの
JavaヒープメモリーのLibertyを無償で利用できます。開発環境だけでなく、複数のユーザーが共有するテ
スト環境や本番環境でも利用可能です。ただ、パスポート・アドバンテージによるサポートはありませんので、
ご了承ください。
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Libertyのマイグレーション関連のツールは、他のLibertyのFeatureなどと同様に、WASdevサイトの
Liberty Repositoryで公開されています。Liberty Repositoryの詳細は、3章「3. Libertyプロファイ
ルの基本構成」の章も参照ください。

また、問題判別ツールについては、補足ページに現在Liberty Repositoryで公開されている問題判別
ツールの一覧を記載しています。主にJVMの問題判別ツールになります。

この節では、Libertyへのマイグレーションを支援するMigrationツールをご紹介します。
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現在4種類のLibertyのマイグレーションに利用可能なツールが提供されています。WebSphere
Version Migrationは、旧WASフル・プロファイルから、新しいバージョンにマイグレーションする場合に、ア
プリケーションのソースコードをスキャンし、非互換のソースの記述部分をピックアップします。

Competitive Migrationは、WebSphere Version Migrationと類似していますが、マイグレーショ
ン元の対象が、旧WASバージョンではなく、OSSや他社サーバーで稼動するアプリケーションを対象としてい
ます。
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Application Binariesは、ソースコードではなく、コンパイル済みのEAR、WARをスキャンし、利用してい
るJava EE機能(ServletやEJBなど)を抽出します。これより、マイグレーション先を、Libertyとするかフル・
プロファイルとするかの判定の目安とすることができます。

Configuration Migrationは、旧WASや他社サーバーのランタイムの構成情報をインプットとし、
Libertyの構成情報server.xmlのリソース設定を生成します。
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各マイグレーション・ツールの画面イメージです。Application Binariesマイグレーション・ツールは、フル・
プロファイルとLibertyのどのエディションにマイグレーションが適切かを検討するために使用できます。
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WebSphere VersionやCompetitiveマイグレーション・ツールは、以前より、フル・プロファイルのWAS
をマイグレーション先として提供されてきたツールに、マイグレーション先としてLibertyも選択できるように拡
張されました。ソースコードをスキャンし、非互換部分をピックアップし、ソースコード修正のガイドが提供され
ます。
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構成マイグレーション・ツールは、比較的新しいツールになります。旧WASや他社のサーバーの構成情報
を読み込んで、Libertyのserver.xmlを生成します。ただし、構成情報全体ではなく、DB接続、JMS接
続などのリソース設定が中心になります。

構成マイグレーション・ツールの詳細は、下記developerWorksの記事を参照ください。

developerWorks(US)「Making the move to the Liberty profile, Part 2: Migrating Java 
EE resources with the Configuration Migration Toolkit」

http://www.ibm.com/developerworks/websphere/library/techarticles/1404_vines2/
1404_vines2.html
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Libertyとフル・プロファイルの選択基準のまとめです。
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まとめです。
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